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いきもの森予報月
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小鳥の森で観察してみよう 110

春です！鳥の声を楽しもう

シジュウカラ：
♪「ツピー、ツピー、

ツピー」

ヤマガラ：
♪「ツツピー、ツツ

ピー」

ホオジロ：
♪「チョッピ、チリーチョ」
（サッポロラーメン、ミソ
ラーメン！？とも聞こえる）

「ホーホケキョ」、それまでは「チャッ、チャッ」と冬バージョンで鳴いてい

たウグイスの声が変わります。春は鳥たちの恋の季節。オスがメスに愛を伝え

るため、さえずりと呼ばれる春から夏限定のとても良い声で鳴き始めます。他

にもあちらこちらで結婚を申し込む野鳥たちの声が。

分類 チョウ目 セセリチョウ科

住んでいる環境
・平地～山地の日当たりの良い雑木林（ぞう
きばやし）

小鳥の森で見られる時期
・４～５月

小鳥の森で見られる場所
・シジュカラ・カワセミ・ホオジロの
小径のコナラ林

福島市の けいさん がかいてくれました。

大きさ 35～42mm

木の皮のような模様

黄色の斑点（はんてん）



＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
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今年のカタクリ

今年は雪も少なく暖かい日が続いたためかカタ

クリの葉は２月末に、つぼみは３月〇日に確認

できました。小鳥の森での過去一番の早さでの

開花が期待されましたが、その後、気温もそれ

ほど高くはならなかったため（雪の降る日もあ

りました）、今年のカタクリの開花は例年通り

３月〇日となりました。やはり、カタクリの開

花には気温が大きく関係することを実感しまし

た。

それでも、今年もたくさんの

カタクリの花が多くの人の目を

楽しませてくれた３月になりま

した。

今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

スタッフだより

自 然 情 報月４ 小鳥の森ニュース月

スタッフだより
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お山の大将あつまれ！
メンバー募集

＜昨年の活動のようす＞

コロナ禍の中、密を避けるため３月７日（日）と３月１４日（日）の２回に分けた令和
２年度最後の「お山の大将あつまれ！」が実施されました。
２回合わせて子どもメンバー２９名、保護者１９名が参加し、「シジュウカラ」や「ヤ

マガラ」の大きさに合わせた巣箱を作りました。完成した巣箱はレンジャーと共に森の中
に取り付けました。
みんなで作り、森にかけた巣箱。どんな鳥が、いつごろ入るのかな？楽しみです。

お山の大将あつまれ！リポート

はじめまして。
３月から新しく小鳥の森レンジャー

になりました”弦間（げんま）一郎”です。

福島市蓬莱町に住んでいます。
新入りですが、今から２５年以上前

にも小鳥の森でレンジャーをやってい
ましたので、今回で2度目のお仕事にな
ります。

好きな鳥はアカショウビン。昆虫も、
植物も、ほ乳動物も・・・。生き物は
何でも大好きです。
これから、どうぞよろしくお願いい

たします。

福島市小鳥の森では、毎年４月からの１
年間、小学生を対象としたイベントプログ
ラム「お山の大将あつまれ！」を実施して
います。（お子さんに弟妹がいる場合は幼
児の参加も可）。
年間登録制で、ふつうはなかなか体験す

る機会の少ない「野遊び」を中心とした活
動を毎月行います。
令和３年度は「池をつくろう」、「夜の

森で過ごそう」、「森の基地つくり」など
楽しい内容をもりだくさん企画しています。
詳細については福島市小鳥の森までお気

軽にお問合せください。

池の生き物を観察 夜の昆虫観察

３月７日は天気が
良く、外での巣箱
作り。

３月14日は強風
のため視聴覚室と
2階に分かれての
活動。


